
実験ノートは講義科目で作るノートとは意味合いが異な
り、個人のものではない。実験を再現するための実験操
作の記録であるとともに、実験グループが不正を行って
いない証拠でもある。ここでは、いくつかホームページ
の記載例を見ながら、その理由を考えよう。

実験ノート
（実験指針P3~P4）



文部科学省のルール

研究上の不正の分類

捏造 存在しないデータを作成すること

改ざん 変更を行って、データを加工すること

盗用 他人の結果を了解なく不適切に使用すること

3つに分類

科学技術研究での不正行為



・研究機関が行った措置
1．論文の取下げ
2．学内処分等については、今後大学の就
業規則等に基づき検討
3．競争的研究資金の執行停止等の措置

・予算配分機関が行った措置
経費の返還を求める
当該資金への参加資格の制限措置

https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1360847_00020.html

内容の要約

・告発内容
令和3年7月4日、獣医学部准教授の論
文に改ざんの疑いがある旨の告発があり
調査を実施

・認定理由
実験ノートや生データが確認できないもの
、写真の使い回し、過度の図の加工、同
様の画像の使い回しが認められた。



都市大での研究実験不正に関する対応



科学技術研究での不正行為

 ねつ造
 改ざん
 盗用

論文・レポートは実験ノートを元に作成するので、実験ノートは

1. 実験を再現するための実験操作の記録
2. データの信憑（しんぴょう）性の証拠

研究で作成したノートは、研究室で保管し、他の研究者や教員が読む必
要がある。

→他の研究者などが、数年後の読めるように、丁寧で正確に記録する。

実験ノート まとめ
（実験指針P3~P4）


